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谷
崎
潤
一
郎
関
連
資
料

泗
川
銀
爾
「
青
年
谷
崎
の
北
京
見
学
」
紹
介

細

江

光

以

下

に

紹

介

す

る

も

の

は

、

雑

誌

「

同

仁

」

第

８

巻

第

号

（

昭

和

９

年

月

号

）

に

、

泗

川

銀

11

11

「

」

爾

と

い

う

人

が

書

い

た

青

年

谷

崎

の

北

京

見

学

と

い

う

一

文

の

全

文

で

あ

る

。

谷

崎

が

大

正

七

年

に

中

国

旅

行

を

し

た

際

の

、

北

京

で

の

動

静

の

、

ほ

ん

の

一

端

が

垣

間

見

ら

れ

る

だ

け

で

は

あ

る

が

、

遺

さ

れ

て

い

る

資

料

が

極

め

て

乏

し

い

中

で

は

、

貴

重

な

証

言

と

思

う

。

谷

崎

は

『

支

那

の

料

理

（

大

正

八

年

）

で

、

、

』

《

此

の

間

支

那

へ

行

つ

た

時

も

本

場

の

支

那

料

理

を

食

ふ

と

云

ふ

事

が

主

な

楽

み

の

一

つ

と

な

つ

て

居

た

》

と

言

い

、

あ

ち

こ

ち

食

べ

歩

い

た

事

が

。

窺

え

る

記

述

も

あ

る

が

、

具

体

的

な

詳

細

は

知

り

得

な

い

「

青

年

谷

崎

の

北

京

見

学

」

に

は

、

村

。

田

烏

江

か

ら

の

伝

聞

で

は

あ

る

が

、

北

京

で

の

谷

崎

の

豪

勢

な

グ

ル

メ

・

ツ

ア

ー

の

片

鱗

を

窺

い

知

る

事

が

出

来

る

。

谷

崎

が

《

ち

よ

い

／

＼

ノ

ー

ト

を

見

て

は

珍

品

を

注

文

す

る

》

と

あ

る

の

は

、

恐

ら

く

出

発

前

に

、

笹

沼

源

之

助

な

ど

か

ら

情

報

を

仕

入

れ

て

準

備

し

て

い

た

の

で

あ

ろ

う

。

今

東

光

『

毒

舌

文

壇

史

（

徳

間

書

店

）

に

よ

』

れ

ば

、

谷

崎

は

岡

本

時

代

（

大

正

十

五

年

～

昭

和

六

年

）

に

『

豆

腐

百

珍

（

天

明

二

（

一

七

八

、

』

二

）

年

刊

）

を

手

に

入

れ

、

千

代

子

に

全

部

作

ら

せ

て

み

た

と

言

う

。

そ

う

い

う

徹

底

し

た

探

求

心

の

あ

る

人

な

の

で

あ

る

。

な

お

、

雑

誌

「

同

仁

」

を

発

行

し

て

い

た

同

仁

会

は

、

日

清

戦

争

後

、

東

洋

の

盟

主

と

い

う

意

識

を

持

っ

た

人

々

が

、

主

に

中

国

を

医

学

的

に

啓

発

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

、

明

治

三

十

五

年

六

月

に

結

成

し

、

昭

和

二

十

年

の

敗

戦

ま

で

続

い

た

医

学

団

体

で

あ

る

「

同

仁

」

は

明

治

三

十

九

年

に

。

創

刊

さ

れ

た

同

仁

会

の

機

関

誌

で

、

本

来

は

医

学

、

「

」

雑

誌

で

あ

っ

た

が

昭

和

二

年

に

第

三

次

同

仁

を

発

行

す

る

際

、

日

中

関

係

が

次

第

に

緊

張

を

増

す

状

況

を

憂

慮

し

、

日

本

人

の

中

国

へ

の

理

解

・
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関

心

を

高

め

る

こ

と

を

意

図

し

、

広

く

中

国

の

人

情

・

風

俗

・

習

慣

等

の

紹

介

に

努

め

る

よ

う

に

な

り

、

こ

の

様

な

文

学

関

係

の

記

事

も

掲

載

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

よ

う

で

あ

る

。

余

事

な

が

ら

、

こ

の

雑

誌

に

掲

載

さ

れ

た

も

の

の

中

に

は

、

郭

沫

若

・

田

漢

・

郁

達

夫

の

作

品

も

あ

り

、

ま

た

武

田

泰

淳

の

初

期

の

文

章

な

ど

も

含

ま

れ

て

い

る

の

で

あ

る

。

（

な

お

、

雑

誌

「

同

仁

」

に

つ

い

て

は

、

大

里

浩

秋

氏

の

「

同

仁

会

と

『

同

仁

（

神

奈

川

大

学

』

」

人

文

学

研

究

所

・

人

文

学

研

究

所

報

№

、

40

2
0

0
7

.3
.1

0

）

に

http://hum
an.kanagaw

a-u.ac.jp/kenkyu/publ/pdf/syoho/no39/3904.pdf

拠

っ

た

。
）

青

年

谷

崎

の

北

京

見

学

泗

川

銀

爾

、

（

）

山

田

飲

江

は

晩

年

北

京

の

順

天

時

報

注

１

に

暇

を

告

げ

て

、

東

京

へ

去

つ

た

。

あ

と

で

は

、

社

長

の

亀

井

陸

良

が

、

後

任

主

筆

の

撰

定

に

、

一

方

な

ら

ず

苦

心

し

た

。

大

正

三

、

四

、

五

年

頃

の

こ

と

で

あ

る

。

究

極

山

田

の

推

薦

で

、

梁

川

流

水

（

仮

名

）

と

い

ふ

漢

学

者

を

東

京

か

ら

迎

へ

た

。

新

主

筆

、

フ

ロ

ツ

ク

に

白

の

蝶

ネ

ク

タ

イ

と

い

ふ

超

モ

ダ

ー

ン

の

風

貌

を

も

つ

て

化

石

橋

へ

乗

り

込

ん

で

来

た

が

、

ど

う

も

彼

れ

に

対

す

る

編

輯

の

空

気

が

面

白

く

な

い

。

萬

事

が

イ

ン

チ

キ

の

虚

仮

威

し

だ

と

い

ふ

の

で

同

郷

の

辻

聴

花

客

員

注

、

（

）
（

２

）

を

除

き

編

輯

局

の

日

本

人

記

者

全

部

が

、

白

眼

を

も

つ

て

彼

れ

に

對

す

べ

く

、

暗

黙

の

う

ち

に

一

致

し

た

。

果

然

打

倒

梁

川

が

爆

発

し

た

。

そ

の

第

一

線

に

あ

つ

た

の

が

、

安

東

不

二

雄

、

紀

内

五

郎

（

客

員

、

そ

れ

に

筆

者

。

さ

す

が

に

亀

井

は

）

果

断

に

出

た

。

片

や

安

東

、

紀

内

、

四

川

、

片

（

マ

マ

）

や

梁

川

、

共

に

速

刻

退

社

を

命

ず

。

大

正

五

年

初

夏

、

林

権

助

公

使

着

任

の

直

後

だ

。

私

は

東

京

で

の

同

窓

、

秩

父

固

太

郎

の

紹

介

で

彼

れ

が

い

ま

流

学

中

の

、

霞

公

府

の

同

学

会

の

寄

宿

舎

へ

入

つ

た

。

『

ほ

う

、

立

派

な

机

で

す

ね

』

『

塩

谷

温

さ

ん

が

在

学

中

使

用

さ

れ

た

の

を

、

記

念

に

残

し

て

ゆ

か

れ

た

の

だ

そ

う

で

す

』

よ

し

、

こ

の

机

で

一

つ

勉

強

し

て

や

ら

う

。

と

自

分

で

は

落

付

い

た

の

で

あ

つ

た

が

、

意

外

の

故

障

が

起

つ

て

、

在

宿

二

月

と

た

ゝ

ぬ

う

ち

に

追

立

て

を

く

つ

て

し

ま

つ

た

。

そ

こ

で

今

度

は

、

他

の

友

人

の

世

話

で

、

王

府

井

大

街

の

南

端

、

交

民

巷

を

一

眸

の

内

に

収

め

る

四

層

楼

、

カ

ツ

タ

ネ

オ

・

ビ

ル

の

屋

根

裏

に

巣

く

う

こ

と

に

な

つ

た

。
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『

天

津

の

Ａ

洋

行

が

、

下

に

看

板

を

出

す

必

要

上

借

り

て

ゐ

る

の

だ

か

ら

、

遠

慮

な

く

つ

か

つ

て

く

れ

』と

い

ふ

わ

け

で

、

部

屋

料

ロ

ハ

。

さ

あ

、

こ

う

な

る

と

人

間

、

至

極

の

ん

き

に

な

る

も

の

で

、

明

く

れ

ば

小

鳥

を

泊

木

に

高

く

捧

げ

て

街

か

ら

街

、

。

へ

時

に

は

護

城

河

に

沿

ふ

て

城

外

を

さ

す

ら

ふ

暮

る

れ

ば

屋

根

裏

と

い

ふ

わ

け

。

こ

う

し

た

生

活

の

二

年

後

大

正

七

年

の

夏

注

、

（

３

）

の

こ

と

で

あ

る

。

あ

る

日

、

私

は

順

天

の

客

員

、

都

甲

文

雄

の

新

居

│

│

中

街

で

あ

つ

た

か

、

松

樹

胡

同

で

あ

つ

た

か

の

東

端

の

南

側

、

中

国

銀

行

の

ち

よ

つ

と

南

西

に

当

る

│

│

を

お

と

づ

れ

た

。

応

接

間

は

蒸

す

や

う

だ

。

そ

れ

に

盛

夏

の

真

昼

を

、

栄

養

不

良

の

ま

ゝ

、

て

く

／

＼

あ

る

き

続

け

た

せ

い

で

あ

ら

う

。

で

な

け

れ

ば

、

急

に

ぱ

く

つ

い

た

せ

い

で

あ

ら

う

。

い

や

、

そ

れ

ら

の

綜

合

で

あ

ら

う

。

俄

か

に

眠

気

を

催

し

た

。

『

一

寝

入

り

す

る

ぜ

』

す

つ

ぱ

だ

か

に

な

つ

て

院

子

（

注

４

）

へ

飛

び

ゆ

あ

ん

つ

出

た

。

日

光

浴

だ

。

頭

に

新

聞

紙

を

三

四

枚

か

ぶ

つ

て

、

院

子

の

ま

ん

な

か

に

出

て

ゐ

た

手

頃

の

板

床

の

上

に

、

こ

ろ

が

つ

た

。

ち

や

う

ど

そ

の

時

、

。

。

門

で

ベ

ル

だ

ボ

ー

イ

が

名

刺

を

奥

へ

取

次

い

だ

来

客

だ

な

、

と

新

聞

紙

の

下

か

ら

横

眼

で

覗

く

。

未

知

の

青

年

だ

。

白

の

背

広

（

詰

襟

だ

つ

た

か

）

。

、

な

？

に

麦

稈

帽

そ

の

帽

を

右

手

に

日

を

避

け

ぽ

か

り

…

…

ぽ

か

り

…

…

人

造

石

を

敷

き

つ

め

た

院

子

を

、

大

股

に

応

接

へ

通

つ

た

。

眼

光

炯

々

、

色

浅

黒

い

ざ

ん

ぎ

り

坊

主

。

一

く

せ

あ

り

そ

う

な

奴

だ

な

と

思

つ

た

が

、

所

詮

は

未

知

の

若

者

だ

。

私

は

そ

の

ま

ゝ

、

眠

つ

て

し

ま

つ

た

。

眼

覚

め

て

、

都

甲

に

『

さ

つ

き

来

た

小

僧

は

、

だ

れ

だ

い

？

』

『

谷

崎

潤

一

郎

だ

』

『

ヘ

ー

え

、

た

ー

に

ー

崎

？

』

都

甲

は

中

国

政

界

の

動

き

を

、

な

か

／

＼

よ

く

観

る

。

特

に

昵

懇

な

蒙

古

王

と

の

接

洽

（

注

５

）

、

。

、

か

ら

そ

の

当

時

北

京

有

数

の

蒙

古

通

そ

れ

に

以

前

、

保

定

（

注

６

）

で

中

国

の

学

校

の

教

諭

を

や

つ

て

ゐ

た

の

で

若

い

中

国

人

に

つ

い

て

も

、

将

た

ナ

イ

ー

ブ

な

中

国

の

社

会

に

つ

い

て

も

、

可

な

り

の

理

解

が

あ

る

。

私

は

彼

れ

の

中

国

談

を

聴

取

す

べ

く

、

わ

ざ

／

＼

来

訪

し

た

谷

崎

に

、

陰

な

が

ら

敬

意

を

表

し

た

。

谷

崎

は

東

京

府

立

の

一

中

出

だ

が

、

築

地

に

あ

つ

た

分

教

室

か

ら

日

比

谷

へ

転

じ

た

（

注

７

）

も

の

と

聴

い

て

ゐ

る

。

市

電

で

銀

座

四

丁

目

か

ら

築

地

│

│

西

本

願

寺

前

へ

出

る

間

に

萬

年

橋

を

渡

る

│

│

あ

の

橋

を

渡

つ

た

と

つ

つ

き

の

右

角

に

一

中

。

。

、

の

分

教

室

が

あ

つ

た

今

の

東

劇

の

手

前

だ

一

二

、

三

年

生

を

、

こ

ゝ

で

分

教

授

す

る

。

四

年

に

な

つ

て

数

が

減

じ

た

と

こ

ろ

で

、

日

比

谷

の

本

校

に

合

併

す

る

と

い

ふ

機

構

だ

つ

た

。

そ

れ

が

明

治

三

十

五

年

の

新

学

年

を

期

し

、

独

立

し

て

府

立

三

中

と

な

り

、

在

学

の

新

二

、

三

、

四

年

生

が

錦

糸

堀

の

新

校

舎

へ

移

つ

た

。

分

教

室

主

任

滝

沢

又

市

（

歴

史

と

英

語

を

担

任

。

眼

鏡

越

し

に

睨

む

常

習

が

あ

る

。

今

は

横

浜

二

中

の

校

長

）

が

教

頭

。

校

、

（

、

長

に

は

新

た

に

八

田

三

喜

堀

進

二

の

胸

像

で
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）

、

昨

秋

帝

展

に

デ

ビ

ユ

ウ

し

た

を

迎

へ

て

開

校

し

一

年

生

は

そ

こ

で

募

集

し

た

。

私

は

そ

の

新

入

生

の

一

人

だ

。

谷

崎

は

年

配

か

ら

見

て

、

こ

の

移

転

、

、

前

即

ち

日

比

谷

併

合

最

終

の

学

生

で

あ

つ

た

か

或

は

新

四

年

生

と

し

て

一

時

錦

糸

堀

へ

移

り

、

五

年

進

級

に

際

し

て

日

比

谷

へ

転

校

し

た

も

の

か

。

、

、

、

だ

だ

か

ら

い

づ

れ

に

も

せ

よ

元

を

糺

せ

ば
。

、

私

に

取

つ

て

は

同

一

系

統

の

中

学

の

先

輩

だ

と

そ

の

当

時

は

考

へ

て

ゐ

た

の

で

あ

る

が

、

後

年

、

彼

れ

が

改

造

に

載

せ

た

芥

川

龍

之

介

追

悼

の

随

筆

（

注

８

）

の

な

か

で

『

芥

川

は

自

分

の

中

学

、

高

等

学

校

、

大

学

を

通

じ

て

の

同

窓

で

あ

つ

た

』

と

力

強

く

記

述

し

て

ゐ

る

の

を

見

る

に

及

ん

で

、

彼

れ

が

一

時

錦

糸

堀

に

ゐ

た

と

い

ふ

こ

と

が

、

始

め

て

、

ほ

ゞ

明

瞭

に

な

つ

た

。

な

ぜ

な

ら

、

芥

川

は

私

よ

り

三

期

下

の

三

中

出

で

、

築

地

と

は

か

な

り

縁

遠

い

わ

け

で

あ

る

か

ら

。

つ

ま

り

私

は

一

年

間

錦

糸

堀

で

谷

崎

と

同

学

し

た

の

で

あ

る

と

い

ふ

こ

と

が

想

定

で

き

る

。

し

か

し

、

こ

れ

は

後

年

の

理

解

で

、

こ

の

場

合

に

は

、

漠

然

、

同

一

系

統

の

中

学

の

先

輩

ぐ

ら

い

に

考

へ

て

ゐ

た

。

そ

れ

に

し

て

も

、

そ

う

し

た

先

輩

を

、

私

の

第

二

の

故

郷

、

裡

の

裡

、

隅

の

隅

ま

で

知

り

ぬ

い

て

ゐ

る

北

京

に

迎

、

、

へ

な

が

ら

東

道

の

任

を

果

す

機

会

を

失

つ

た

は

如

何

に

も

残

念

だ

と

思

つ

た

。

う

ま

い

こ

と

を

や

つ

た

は

村

田

烏

江

（

注

９

）

だ

。

烏

江

は

今

こ

そ

東

日

、

大

毎

、

最

高

級

の

中

国

通

と

し

て

、

し

や

ん

と

し

て

ゐ

る

が

、

当

時

は

共

同

通

信

に

在

社

し

、

筆

者

と

五

十

歩

百

歩

、

先

づ

は

風

釆

の

あ

ま

り

揚

ら

ぬ

プ

ロ

記

者

（

注

）

10

。

、

で

あ

つ

た

そ

れ

が

ど

う

し

た

風

の

吹

き

廻

し

か

谷

崎

に

懇

請

さ

れ

て

、

中

国

菜

研

究

の

案

内

を

承

つ

た

。

連

日

、

前

門

外

（

注

）

一

流

の

菜

館

に

11

上

つ

て

、

山

海

の

珍

味

に

あ

り

つ

く

。

驚

い

た

こ

と

に

は

（

烏

江

に

依

れ

ば

）

谷

崎

が

注

文

し

て

く

れ

と

い

ふ

ほ

ど

の

も

の

は

、

安

い

と

こ

ろ

で

、

一

品

、

四

元

、

五

元

の

代

物

だ

。

『

例

へ

ば

、

清

湯

官

燕

と

、

蟹

撈

魚

翅

と

、

異

味

猪

蹄

…

…

と

い

つ

た

調

子

だ

。

そ

れ

か

ら

、

ち

よ

い

／

＼

ノ

ー

ト

を

見

て

は

珍

品

を

注

文

す

る

。

こ

い

つ

が

ま

た

驚

く

べ

き

曲

者

だ

。

た

つ

た

一

品

で

十

三

元

と

か

、

十

五

元

と

か

い

ふ

や

つ

を

注

文

す

る

と

き

に

や

、

わ

し

や

、

胸

が

つ

ま

つ

た

ば

い

。

そ

れ

を

た

ゞ

の

二

人

で

や

ら

う

と

い

ふ

の

だ

か

ら

、

と

て

も

食

ひ

き

れ

る

も

の

じ

や

な

い

。

し

ま

い

に

は

、

チ

エ

ツ

、

二

口

か

三

口

で

残

念

な

が

ら

箸

を

置

く

と

い

ふ

て

い

た

ら

く

さ

』

こ

れ

を

聴

く

野

満

四

郎

、

長

谷

川

愚

庵

ら

、

東

単

牌

楼

新

開

路

西

端

の

共

同

通

信

社

編

輯

室

に

残

留

の

萬

夫

不

当

の

豪

傑

連

中

、

桌

を

叩

い

て

、

う

ー

む

。

（

本

稿

は

『

中

国

に

わ

が

文

壇

人

を

迎

へ

て

』

の

そ

の

一

と

見

て

も

よ

い

。

次

号

に

そ

の

二

。

そ

の

三

ぐ

ら

い

ま

で

続

か

う

か

。

一

九

三

四

・

九

・

二

八

稿

（

注

）

）

12

［

注

］
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1901
1923

（

）
《

》

、

１

順

天

時

報

は

北

京

で

年

か

ら

年

頃

に

か

け

て

発

行

さ

れ

て

い

た

日

本

人

が

経

営

す

る

中

国

語

新

聞

。

芥

川

龍

之

介

の

『

馬

の

脚

』

な

ど

に

も

出

る

。

（

２

《

辻

聴

花

》

は

、

本

名

・

辻

武

雄

（

一

八

）

六

八

～

一

九

三

一

。

中

国

演

劇

通

と

し

て

知

ら

）

れ

『

支

那

芝

居

』

上

・

下

（

支

那

風

物

研

究

会

、一

九

二

三

～

四

）

や

『

支

那

料

理

の

話

（

燕

』

塵

社

一

九

二

五

）

を

刊

行

し

て

い

る

。

（

３

《

大

正

七

年

の

夏

》

と

あ

る

が

、

谷

崎

が

）

北

京

に

滞

在

し

た

の

は

、

十

月

二

十

六

日

頃

か

ら

十

一

月

三

日

頃

ま

で

と

推

定

で

き

「

夏

」

は

、

、

暖

か

か

っ

た

為

に

生

じ

た

記

憶

の

錯

誤

で

あ

る

。

（

４

《

院

子

》

は

中

国

語

で

、

囲

い

を

巡

ら

し

）

ゆ

あ

ん

つ

た

屋

敷

の

中

庭

。

（

５

《

接

洽

》

は

中

国

語

で

、

交

渉

・

関

係

ぐ

）

ら

い

の

意

味

。

（

６

《

保

定

》

は

河

北

省

の

市

。

）

（

７

《

築

地

に

あ

つ

た

分

教

室

か

ら

日

比

谷

へ

）

転

じ

た

》

と

あ

る

が

、

谷

崎

に

は

こ

の

様

な

事

実

は

な

く

、

著

者

の

誤

解

で

あ

る

。

（

８

《

芥

川

龍

之

介

追

悼

の

随

筆

》

は

「

改

）

、

造

」

昭

和

二

年

九

月

号

に

掲

載

さ

れ

た

『

芥

川

君

と

私

』

の

は

ず

だ

が

、

谷

崎

は

そ

の

中

で

《

私

、

の

出

身

中

学

は

府

立

第

一

中

学

で

あ

る

が

、

芥

川

君

の

母

校

た

る

第

三

中

学

は

元

来

初

め

は

第

一

中

学

の

分

校

で

あ

つ

て

（

中

略

）

だ

か

ら

君

と

私

、

と

は

中

学

か

ら

し

て

同

じ

や

う

な

も

の

で

あ

る

。

そ

し

て

そ

れ

以

来

高

等

学

校

も

大

学

も

同

じ

で

あ

つ

た

》

と

書

い

て

い

る

。

こ

れ

が

、

著

者

の

記

。

、

。

憶

の

中

で

変

形

さ

れ

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

ろ

う

（

９

《

村

田

烏

江

》

は

本

名

・

村

田

孜

郎

（

？

）

～

一

九

四

五

。

大

正

八

年

五

月

に

玄

文

社

か

ら

）

『

』

、

支

那

劇

と

梅

蘭

芳

と

い

う

本

を

出

し

て

い

て

そ

の

序

文

を

辻

聴

花

ら

が

書

い

て

い

る

位

、

中

国

演

劇

に

も

詳

し

か

っ

た

。

そ

の

為

、

谷

崎

は

、

辻

（

聴

花

・

村

田

孜

郎

・

平

田

泰

吉

ら

に

中

国

演

）

劇

の

説

明

を

聞

い

た

り

案

内

を

し

て

貰

っ

た

こ

と

を

『

支

那

劇

を

観

る

記

』

に

書

い

て

い

る

。

食

、

べ

歩

き

の

案

内

を

務

め

る

事

に

な

っ

た

の

も

、

そ

う

し

た

経

緯

か

ら

で

あ

ろ

う

。

な

お

、

佐

賀

の

漢

学

者

・

井

内

南

涯

（

一

七

八

四

～

一

八

四

六

）

が

村

田

孜

郎

の

曾

祖

父

に

当

た

り

、

孜

郎

が

『

南

涯

詩

文

集

』

を

編

纂

し

、

刊

行

し

て

い

る

。

村

田

の

言

葉

が

九

州

弁

な

の

は

、

孜

郎

も

佐

賀

で

育

っ

た

か

ら

な

の

で

あ

ろ

う

。

（

）
《

》

、

「

」

プ

ロ

記

者

と

あ

る

が

こ

の

プ

ロ

10
は

「

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

ー

ト

」

の

略

で

、

貧

乏

記

者

の

意

味

で

あ

ろ

う

。

（

《

前

門

外

》

は

、

北

京

の

天

安

門

広

場

の

）

11

南

に

あ

る

正

陽

門

と

箭

楼

が

か

つ

て

の

「

前

門

」

で

、

そ

こ

か

ら

南

に

広

が

る

町

を

指

す

。

市

内

で

最

も

古

い

商

店

街

の

一

つ

で

、

清

朝

か

ら

続

く

老

舗

も

多

い

。

（

）

、

、
「

」

泗

川

銀

爾

は

こ

の

予

告

通

り

同

仁

12
の

次

号

第

８

巻

第

号

（

昭

和

９

年

月

号

）

に

12

12

「

龍

之

介

胡

琴

を

愛

す

、

さ

ら

に

続

け

て

「

同

」

仁

第

９

巻

第

１

号

昭

和

年

１

月

号

に

尾

」

（

）

「

10

崎

士

郎

と

上

海

の

怪

画

」

を

掲

載

し

た

。


